
すさき
まちかどギャラリー

岩本寺

お す す め ポ イ ン ト

　すさきまちかどギャラリー「現代地方譚　１２」
　（館長の解説つき）
　中土佐町立美術館　「そして続いていく」
　特別展覧会（学芸員解説つき）
　四国八十八カ所第37番札所　岩本寺本堂（天井画）と四万十川
　を表現した清流殿見学、「アートと仏教」のお話つき
　ランチは須﨑のサカナ本舗で「須﨑勘八＋当日オススメ寶盛り
　定食」をご用意

道の駅あぐり窪川

添　乗　員　：同行します　  
食　　　事　：昼食１回
募 集 人 員 　：１９名 　　最少催行人員：１３名　
利用バス会社：宮地観光バス（マイクロバス予定）

・奥四万十高知ホームページからお申込みいただけます。または申込書に必要
　事項をご記入の上ＦＡＸまたはEメールでお申込みください。
・お申込み受付後に、旅行代金を事前振込でのお支払いとなります。

出発日 2025年
2月14日（金）

旅行代金 12,400
大人お一人様（こども同額）

日帰りバスツアー

芸術

9:00 出発
須﨑のサカナ本舗

道の駅かわうその
里すさき

JR高知駅北口
17:40 到着後解散

昼食（須﨑勘八と当日オススメ寶盛定食）

JR高知駅北口

お買い物 現代地方譚（館長ご案内）

本堂天井画と清流殿見学　
「アートと仏教」お話つき

円(税込）
日程

中土佐町立美術館
特別展「そして続いていく」
鑑賞（学芸員ご案内）

道の駅なかとさ
お買い物

中平さやか「道」（中土佐町立美術館「そして続いていく」より

解説つき鑑賞 中土佐町立美術館 岩本寺すさきまちかどギャラリー

岩本寺

➡　裏面もご覧ください

お買い物

すさき自慢
の魚

を

すさき自慢
の魚

を

（イメージ）ランチに
ご用

意
ランチに

ご用
意



「二館合同特別展　そして続いていく」

様々な技法や表現スタイルで制作を続ける、高知ゆかり
の作家１６名を香美市立美術館・中土佐町立美術館の2館
で紹介する展覧会 です。自分の表現と日々向き合う作家
たちにとって、この場が今後も続いていく表現活動の一
歩となれば幸いです。また、個性豊かな 作品と触れ合う
ことで生まれる感動や感性が1人でも多くの人に広がり、
そして続いていくことを望みます。学芸員さんの解説に
耳を傾けながら鑑賞いたします。

出品作家：今崎順生　大場真美　花織　坂本聖斗　島村
悠　杉本春奈　田中愛子　玉木かつこ　中平さやか　深
浦亜希　丸岡敬子　山﨑天峰　山中美佳　横江孝治　横
山千春　依岡みどり

まちかどギャラリー　現代地方譚

中土佐町立美術館

四国八十八カ所第37番札所　岩本寺

「現代地方譚１２　小さきに宿る」
小さきものに惹かれることがある。
 –– 文旦の果肉の粒状の瑞々しい輝き。水泡に映る雲と空の蒼さ。群
れ泳ぐメダカの流動。––
創造の原初にある喜びについて、思議と対話から地域の将来を想像
するアートプログラム
アーティスト｜赤木 遥／阪上洋光／浮／大薗彩芳／平野史恵／濵田
明李
アートを端緒に須崎のまちの魅力と課題を探ります。
独自の視点を持つアーティストが須崎市に一定期間滞在し、住民と
の交流、地域資源の活用に取り組みながら作品制作を行い、その成
果を展示・発表します。地域住民に対し今日的な文化・芸術表現に
触れる機会を、アーティストには創作・発表の場を提供し、両者が
協働しながら地域の魅力・豊かさをこれまでとは違う指標で示し、
ローカルから新たな価値を訴求します。

現代地方譚は、様々なジャンルの表現者が須
崎に滞在し、リサーチや作品制作を 行う取り
組みです。“いま”の須崎の在りようを皆で語
らい、地域の将来を想像するアートプグラム
です。作品内容は当日のお楽しみです。

お寺にあるアート
 
1978年（昭和53年）に本堂新築の際、全国から公募した花鳥風月から人
間曼荼羅まで、575枚の絵が天井を彩ります。また、清流殿は四万十川
をイメージした天井画に彩られています。

アートと仏教の関係

岩本寺の方からアートと仏教について特別にお話を聞きます。境内にあ
る様々なアート作品を鑑賞しながら参拝のお時間もございます。

2024年の現代地方譚より

清流殿

大場真美「波の轍」


